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ドイ ツ表現主義の画家アウグス ト ・ マ ツケが
日本美術から受けた影響
Edgar Franz 
1 . は じめに
100年前、 つま り 1914年 9 月26 日の第一次世界大戦の勃発直後、 まだ27歳で
あっ た ドイ ツの画家アウグス ト ・ マ ツケはフ ラ ンスのシヤンパーニ ユ地方で戦
死 した。 すでに、 当時 ドイ ツだけではな く 、 他国の美術界で も20世紀の美術の
発展に大き な影響 を与えた最も才能のある若い画家の死が悼まれた。
その後、 多 く の美術史家は ヨーロ ッパの美術家がマ ツケに と っ て どれほ ど重
要であっ たのかを分析 していた。
しか し、 アウグス ト ・ マ ツケが日本の美術から も大き く 影響 を受けていた と
い う こ と は、 最近まであま り知られていなかっ た。 後にマ ツケの妻と なっ たエ
リ ーザベ ト と 、 親友のフ ラ ン ツ ・ マルク と の手紙のや り 取 りや、 マ ツケの作品
の分析から、 以前に考え られていたよ り も日本の美術からマ ツケが影響 を受け
ていたこ と が明らかになっ た。 
2 . アウグス ト ・ マ ツケの生涯
アウグス ト ・ マ ツケは1887年 1 月 3 日、 メ ツシェ ーデで生まれた。 1897年、
マ ツケはケル ンのク ロイ ツ ・ ギムナ ジウムに入学 した。 そこ で、 幼馴染みで あ
り、 後に画家の同僚と なっ たハンス ・ テ ュ アーと知り合っ た。 ハンス ・ テュ アー
の父親は日本の木版画と水彩画のコ レク シ ョ ン を持つていたが、 若い アウグス
ト はそれに感銘 を受けた (Meseure 1993: 7)。
1904年、 マ ツケが17歳だっ た時、 デュ ッセル ドルフの美術大学に入学するた
め、 父親の意志に反 して ボン市にあるギムナ ジウムを退学 した。 学業 と並行 し
て、 彼は舞台装置家兼衣装係と してデュ ッセル ドルフの劇場で働き ながら学業
にはげんだ。
1905年、 マ ツケはデュ ッセル ドルフの夜間の美術実業学校に入学 した。
1907年、 彼は初めてパリ へ旅行 した (Kuhlemann 2014: 127)。 そこ で、 マ ツ
ケは日本美術 と 出会っ た。 彼は日本美術 を 「素晴 ら しい」 と 表現 し てい た
(Delank 1996: 123)。 ドイ ツに帰国後、 彼はベルリ ンで画家のロ ヴイス ・ コー
リ ン トの教室に通っていた (Kuhlemann 2014: 127)。
1909年、 マ ツケはエ リ ーザベ ト ・ ゲルハル ト と結婚 した。 1910年の初め、 マ ツ
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ケはミ ュ ンヘ ンで初めてフ ラ ンシ ・ マルク と知り合い、 それから数年間、 二人
は緊密な友人関係にあっ た。 マ ツケは しば しば旅 を したが、 特に頻繁にパリ を
訪ねた。 そこ で、 彼は口ベール ・ ドローネーやア ンリ ・ マテ イス等多 く のフ ラ
ンスの画家と知り合っ た。
1911年、 マ ツケは芸術家集団の 「青騎士」 に入団 した。 年鑑 『青騎士』 のた
め、 彼は 『マスク』 とい う論文を書いた (Lankheit 1979: 53-59)。 1913年、 マ ツ
ケは展覧会 「ボン市におけ るライ ン川流域の表現主義者」 を企画 した。 その後、
マ ツケはスイ スにある ト ウーン湖流域のヒル ターフ イ ンゲンに移っ た。 そこ で、
マ ツケは画家のルイ ・ モ ワイ エ と モ ワイ エ の学友パウル ・ ク レーに会っ た
(Kuhlemann 2014: 127)。 第一次世界大戦勃発直前、 マ ツケが画家の親友た ち
ク レーと モ ワイ エ と チ ュ ニ ジアへ旅行 した時に作成 した挿 し絵や水彩画は、 彼
の画家と しての創造的な頂点になっ た (Zentrum Paul Klee 2014) 。 
3 . マ ツケの日本美術との初の出会い
若い功名心の強い美術家のマ ツケは保守的な美術の作風に反対 し、 新 しい剌
激を歓迎した。 特に1907年、 マ ツケは日本美術に興味を持ち、 深い関わり を持っ
ていた。 その年のパリ旅行の時、 マ ツケは多 く の美術館やギヤラ リ ー を訪問 し
た。 マ ツケは日本の美術作品が数世紀前の ヨーロ ッパの傑作と同等の素晴ら し
さ を持っ てい る と感 じた。 そ して、 その日本美術からイ ンス ピレーシ ョ ン を受
けた (Salmon 2011: 75)。
マ ツケは既成の絵画術 を拒否 し、 彼にと っ ての指導的な絵画術 を追及 した。 
遂に、 マ ツケは日本美術のほ う が優れてい る と感 じた。 1907年10月のベル リ ン
滞在時も、 マ ツケは日本の木版画 を扱い続けていた。 彼は日本専門店で、 北斎
のスケ ツチ ブ ツク に熱中 していた当時、 友人のエ リ ーザベ ト ・ ゲルハル ト の叔
父であるべル ンハル ト ・ ケーラーはマ ツケに北斎の木版画が載っ てい る数冊の
本 を渡 し た (Salmon 2011: 76) 。 その中には 『北斎漫画』 全15編があっ た
(Heiderich 2014 : 41)。 イ ザベル ・ へルダは、 マ ツケがこのプ レゼン ト によ り、
喜びでい っぱいになっ て、 その後、 彼の見方が根本的に変わっ てい っ たと書い
ている (Herda 2009: 43)。
ベルンハル ト ・ ケーラーとの日本美術についての議論はマ ツケの創作意欲を
刺激 した。 日本の表現様式は明らかにマ ツケの絵画術に影響を与えた (Salmon 
2011 : 76) 。 マ ツケは色彩に溢れた絵 を好んで、 ま たキュ ビズムや未来派から
影響 を受け た が、 日本の絵の平面的 な作画法の感覚 を失 っ た こ と はない
(Berger 1980: 313)。
しか しながら、 筆者が2014年 9 月14 日、 ドイ ツのボン市にあるアウグス ト ・ 
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マ ツケ ・ ハウス美術館 を訪問 した際、 美術歴史家 シュ テ フ アニー ・ ボル ンハイ
ム= プラ ン グは、 マ ツケが1905年のイ タ リ ア旅行中に、 シ ョ ッ ト のよ う なイ タ
リ アの巨匠の作品を取り扱っ た時、 すでに平面的な作画法に興味を持つよ う に
なっ ていたと述べていた。
日本美術との出会いによ っ て、 マ ツケは新境地を開いた。 ク ラ ウデ イ ア ・ デ
ラ ンク が書いてい るよ う にマ ツケは特に北斎の木版画に感動 していた。 装飾的
な平面や立体感の無さは、 マ ツケの物の精神 と その物によ っ て呼び起こ された
感覚を描 く こ と に適合 した。 マ ツケは日本美術 を単に模倣 しよ う と は しなかっ
た。 彼は日本の木版画から得た感動を自らの美術表現に変換 した。 マ ツケは具
象画を描き続けた。 彼は抽象画 を目指すこ とはなかっ た。 主要テーマは人間で
あっ た。 彼は多 く の人を平面的に暗示 し、 輝いてい る色で描いていた (Delank 
2011a: 101)。 
4 . マ ツケの素描が日本美術から受けた影響 (1906 -1909)
ウルズラ ・ ハイ デリ ツヒは、 マ ツケが10年足 らずの創作期で作っ た素描は、
彼の美術の中で重要な一部であっ たこ と を指摘 してい る (Heiderich 1986: 7)。 
ハイ デリ ッ ヒが1986年に出版 した素描集にはマ ツケの171本の素描が載っ てい
る 。
韓国人の美術歴史家 ミ ョ ン ・ ソ ン ・ オーは 『青騎士と ジヤポニズム』 につい
ての博士論文で、 1906年から1909年にかけて、 日本の木版画がアウグス ト ・ マ ツ
ケの素描に与えた影響を分析 してい る。 マ ツケが1906年に描いた素描 『北斎画
式 - 葛飾北斎に基づいてい る素描』 には視力障害者、 釣り人や嵐の中の人々
が様々な動きで描かれている (Oh 2006 : 128, 図 225)。
北斎の木版画 『ツル』 には 8 羽のツルが描かれてい るが、 1907年にマ ツケが
描いたツルの絵の模範と なっ た。 マ ツケはこ の北斎の作品に、 ツルの姿の特徴
が素朴であり ながら、 本質を把握する芸術だと感動 した (Oh 2006: 131)。
ミ ョ ン ・ ソ ン ・ オーの博士論文の中には、 マ ツケの一筆で描かれた挿 し絵が
載せていて、 日本の美術作品と比較 してい る。 数羽のツルが強 く 制限された筆
のタ ッ チで描かれてい る。 マ ツケは主な形 と線で囲まれたツルの体をこ の素描
の中で描写 しよ う と した (Oh 2006: 130)。 それぞれの 5 羽のツルの大き さや
筆致は異なっ てい るが、 統一 されてい る姿勢 を見る と、 マ ツケは自分が意図 し
た形を成就させよ う と していたこ と が分かる (Oh 2006: 131)。
同年、 マ ツケの絵 『三味線 を持つ芸者、 隅田川での夏の宵』 が制作 された
(Frese 1987: 436)。 束京国立美術館の所蔵である鳥文斎栄之の木版画 『三味線
を持つ芸者』 はその模範と なっ た。 マ ツケの絵には花等が追加 さ れたが、 鳥文
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斎栄之の木版画での芸者は空白の背景の前に立っ てい る。 両方の絵には、 濃い
色の着物を着る日本人が絵の中心にい る。 両方と も、 芸者のなだ らかな弧 を描
いてい る中軸は非常に似てい る。 マ ツケは鳥文斎栄之の木版画のす ら り と長 く
のびた芸者の流れる よ う な曲線 を自分の絵に取 り入れた (Oh 2006: 132, 図
228)。
美術歴史家オーが書いてい るよ う に、 1907年の 『女性ウ、ァイ オリ ン奏者』 の
挿 し絵も鳥文斎栄之の前述の絵のモチーフ を示 してい る。 不自然に長 く 伸びた
体や ド レスの裾の皴の様子も鳥文斎栄之の芸者に似てい る (Oh 2006: 132, 図
228)。
マ ツケが1907年 ・ 1908年に描いた 『日本の踊り子ハナ コ』 では日本の木版画
を模範と し なかっ た。 こ の絵 を描 く ために、 花子 (本名 太田ひ さ ) と い う実
際の日本人がモデル を務めた。 彼女は彫刻家オーギュ ス ト ・ ロ ダンのモデルも
務めたこ と も ある。 エ ドウアール ・ マネや他の ヨーロ ッパの画家と違っ て、 マ ツ
ケは着物を着る ヨーロ ッパ人 を描こ う と は思わなかっ た。 マ ツケの絵で若い女
性が床に座っ てい る。 髪が結い上げられていて、 着物を着て、 微笑みながら、
彼女の前にある小さ なテーブルの上の鏡を見てい る (Oh 2006: 133, 図228)。
美術歴史家オーによ ると 『座っ てい るアラ ブ人』 とい う鉛筆と木炭の角ばっ
た強い線で描かれた1914年のマ ツケの絵も日本の木版画から影響を受けたと推
測されている (Oh 2006: 133, 図229)。 マ ツケは芸者やツルの流れるよ う なす
ら り と した形だけではな く 、 日本の男性の角張っ た強い線の描写も使っ ていた
(Oh 2006: 134)。
筆者が2014年 9 月15 日、 ボン市立美術館の学芸員フ オルカー ・ ア ドルフ ズに
イ ン タ ビュ ー した際、 彼は日本美術がマ ツケに与えた影響 を認めたが、 相対的
に見ると ヨーロ ッパの美術家からの影響のほう がはるかに大きかっ たと述べた。 
ア ドル フ ズによ る と 日本の美術様式よ り も 「日本のエ キゾ ツテ イ ツク な輝き」
がマ ツケにと っ て特に重要であっ た。 
5 . マ ツケの油彩画と 水彩画が日本美術から受けた影響
素描だけではな く 、 アウグス ト ・ マ ツケが1913年から1914年にかけて制作 し
た油彩画や水彩画に日本美術からの影響が見られる。 マ ツケの油彩画でその影
響が見られる三つの例を以下に記す。 一つ目はマ ツケの有名な1913年の絵画
『森の道 を行 く カ ッ プル』 で、 デ ュイ スブル ク市のレ ンブル ツク美術館の所蔵
である。 この絵画に描かれてい るカ ッ プルは分岐点に差 し掛かっ ていると レナー
テ ・ ハイ ト = へラ ーが書いてい る。 足は左 を、 上半身は右 を向いてい る。 こ の
カ ッ プルは完全に背景の自然と融合 してい る (Heidt-Heller 2000: 29)。 
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日本美術がマ ツケの油彩画に与えた影響が見られる二つ目の例は 『散歩道』
(1913年) である。 こ の絵画はミ ュ ンヘ ンのレ ンバ ツハハウス美術館の所蔵で
ある (Zweite 1991: 101) 。 公園の風景の真ん中に一人の女性が立ち、 白い日
傘 を さ してい る。
彼女の隣の一人の男性は麦わら帽子 を被っ て、 頭 を軽 く 傾けて、 木の幹に寄
り かかっ てい る。 その 2 人の体の輪郭は単純であり 、 流動的、 その上、 画一的
である (Oh 2006: 134-135)。
三つ日の例は ミ ュ ンヘ ンのレ ンバ ツハハウス美術館の所蔵であるマ ツケの油
彩画 『 トル コの喫茶店』 で、 日本美術の影響を受けた平面的な構成で描 く こ と
によっ て、 純粋な色彩の力が発揮されてい る (Duchting 2009: 86)。
1914年のチ ュ ニ ジア旅行中や、 その後思い出に基づいて描いた167点の素描
と38点の水彩画のい く つかの作品の中でも (Kuhlemann 2014: 150) 、 マ ツケが
日本美術から受けた影響が見られる。 例と して、 1914年の水彩画 『小路の眺め』
が挙げられる。 こ の作品は ミ ュルハイ ム市の美術館のツ イ グラ ー ・ コ レク シ ョ
ンの所蔵である (Kuhlemann 2014: 151)。
油彩画 『森の道 を行 く カ ッ プル』 と油彩画 『散歩道』 と同 じよ う に、 水彩画
『小路の眺め』 も、 マ ツケが日本美術 を模範に し、 自分の絵画様式に変化 させ
た二つの要素 を持っ てい る。 『三味線 を持っ てい る芸者』 のよ う な日本の木版
画で見られる長 く のびた姿態を、 マ ツケは自分の女性の肖像画に取り入れた。 
マ ツケはこ れらの しなやかな体の輪郭の姿を日本美術の影響を受け、 ツルの素
描を描き、 練習 した (Oh 2006: 135)。 
6 . アウグス ト ・ マ ツケの工リ ーザベ ト との手紙のやり 取り
1905年から1907年にかけて、 友人であっ て後に妻と なるエ リ ーザベ ト ・ ゲル
ハル ト に当てた手紙の内容から、 アウグス ト ・ マ ツケがどれほど日本美術に影
響を受けていたかが分かる。 1905年、 マ ツケはエ リ ーザベ ト に美術アカデ ミ ー
よ り もデュ ッセル ドルフの工芸専門学校からのほう がよ り多 く のイ ンス ピレー
シ ョ ン を受け る こ と ができ る と 次のよ う に書いてい た。 「学校の授業形態は日
本的だと感 じる。 全ての技術 を自由に使える。 粘土の塑造、 カ ツテ イ ング、 エ ッ
チ ング、 彫刻、 石版画、 蔵書票な どの制作ができ る。 例えば、 金魚鉢 を自分の
前に置いて、 描 く 。 大学で描 く こ と を学ぶこ と は必ず役に立つが、 理論だけで
な く 、 実物の生きてい る姿を描 く のが良い」 (Delank 2011b: 96)。
エ リ ーザベ ト は自 らの回想録でマ ツケについて次のよ う に記 してい る。 「生
気のない大学の無用な学習よ り、 工芸学校での自由な作業、 また生き物、 植物、
動物を日々に扱 う こ とは、 彼にと っ て大いに役立っ た。 日本美術を気に入 り 、
60 Edgar Franz 
広重や北斎の繊細な木版画、 また 日本の美術家が動物や鳥を装飾や模様と して
扱 う こ と に感動 していた」 (Erdmann-Macke 2013: 82)。
1905年、 ベル ンハル ト ・ ケーラーから北斎の木版画が載っ てい る本 をプ レゼ
ン ト して も ら っ た後、 マ ツケはエ リ ーザベ ト に手紙で次のよ う に書い た。 「そ
れで、 私た ちは彼のスケ ッチ ブ ッ ク を観賞 した。 それらの本は全て木版画だっ
た。 こ の愛 ら しい女性た ちの数百に も及ぶ繊細な素晴ら しい動き、 と にかく 全
て 一深夜 3 時ま で 、 こ の本 を手 に持 っ て 、 興奮 し たので 眠れ なか っ た」
(Delank 2013: 76)。
1907年 5 月16 日、 マ ツケはエ リ ーザベ ト に手紙で次のよ う に書い た。 「私は
何度も日本の花のついてい る枝 を見つめる。 分かるだろ う ? あの木版画に描い
て ある灰色のものだ。 それは本当に素晴ら し く 、 敬虔な作品だ。 こ の小 さ な物
を観 る と、 何千もの人々が身 を乗 り だ して、 恍惚な表情で前に立つ ヨーロ ッパ
の絵よ り 、 それ以上に美術の力が籠つてい る と感 じ る。 こ の美術の力 を一度認
識すれば、 世界が広がるとい う不文律がある」 (Salmen 2011: 75)。
その数週間後、 つま り 1907年 7 月25 日、 マ ツケはパリ からエ リ ーザベ ト に手
紙で次のよ う に書いてい る。 「日本画 を学んで も、 ヨーロ ッパ人の顔に日本人
の日 を描 く 必要はない と 思 う。 日本人は素晴ら しい と思わないか ? 例えば、 オ
ベルニール美術館の絵 を観てから、 日本人の絵を観て ごらんなさい。 日本画の
様式はと て も説得力があるのに対 して、 美 し く 整っ てはい るが、 顔の表面を油
で塗っ ただけの ヨ ーロ ッ パの絵にはぞっ と さ せ ら れ、 背 を向け た く な る」
(Salmon 2011: 76) 。 同年、 日本美術に対 して感動 していたマ ツケは、 バーセ
ルからエ リ ーザベ ト に宛てて、 学校に通っ ていた頃から感銘を受けていた画家
アルノ ル ト ・ べ ツク リ ンの絵は、 今では彼に と っ て重要な意味を成 さ ない こ と
を次のよ う に書い てい た。 「彼の全ての絵はあま り に も大げ さ で、 不自然で、
目障り な色で描かれてい る と感 じ る。 バーセルにあるべ ツク リ ンの全作品よ り、
私が持っ てい るたっ た一つの日本の木版画のほ う がずっ と好き だ」。 日本の木
版画の中に、 マ ツケは新 しい世界観 を発見 した。 偉大な日本人の美術家た ちは
マ ツケに影響を与えた (Erdmann-Macke 2013: 345)。
1907年11月 6 日、 マ ツケはエ リ ーザベ ト に次のよ う に書いた。
「私は今、 日本人の作品を模範に して、 君の叔父 さ んが贈っ て く れた筆で描
いてい る。 日本の木版画についての講演を聴 く ため、 7 時半に日独協会に行か
なければな らないので、 今は30分ほど休息 したい。 今、 ベルリ ンはかな り霧が
かかっ てい るので、 ひ と 時の間、 こ んなき れい な日本の風景を見られるのは嬉
しいこ とだ」 (Salmen 2011: 76)。 
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7 . アウグス ト ・ マ ツケ と フ ラ ンツ ・ マルク の手紙のやり 取り
1910年 1 月 6 日、 フ ラ ンツ ・ マルク と アウグス ト ・ マ ツケはミ ュ ンヘ ンの美
術品店ブラ ケルで知 り合っ た。 その時から、 似たよ う な考え方 を持っ てい る若
い二人の ドイ ツ人の画家の間に交友関係が深まっ た。 二人の日本美術への関心
がその親密度にと っ て重要な役割 を果た していた。 1910年からマ ツケとマルク
は多 く の手紙のや り 取 り を したが、 それらの手紙には 2 人の日本美術、 特にエ
キゾチ ッ ク な木版画への愛着が表現されてい る (Delank 2011a ; 89)。
こ の手紙のや り 取り は、 1964年にウ、オルフ ガ ン グ ・ マ ツケによ っ て出版され
(Macke 1964) 、 日本美術についての 2 人の見解のやり取り が明らかになる。
マルクはマ ツケに ミ ュ ンヘ ン市の美術商人プロヘ レツキーを紹介 した。 プロ
ヘ レ ツ キーは日本の小工芸、 ブ ロ ン ズ、 根付や木版画の商取引 を し てい た
(Macke 1964: 235)。
ブ リ ギ ツテ ・ サルメ ンは親友の画家で あるマ ツケと マルクの手紙のや り 取り
を分析 した。 サルメ ンによ る日本美術、 つま り木版画や他の美術作品との関わ
り が二人の間で大き な役割 を果た し、 しばら く は、 二人の話題になる可能性が
あった (Salmon 2011: 79)。
1910年12月、 マ ツケとマルクは手紙で、 二人が好き な日本の木版の春画につ
いて意見を交換 した。 1910年12月9 日、 マ ツケはボン市からマルク に次のよ う
に書い た。 「現在、 私は日本のエ ロ チ ッ ク な絵について考え を巡 らせてい る」
(Macke 1964: 27)。
1910年12月26 日、 マ ツケは画家アンリ ・ マテ イスと その色彩論をテーマにつ
いて数枚に及ぶ手紙で次のよ う に書いた。 「日本人は筆できれいに文字が書け
るので、 絵 を描 く 時に も筆で感情 を表現す るこ と が得意だ」 (Holzinger 2014: 
25)。
ボン市のゲレオンス ・ ク ラ ブで講演 した際に、 マ ツケは自分の作品への日本
美術の意義を強調 し、 講演の最後に日本語で話 し始めた (Salmon 2011 : 78)。
江戸時代、 風景画や女性の肖像画等と並んで、 春画は大量に刷られ、 ヨーロ ッ
パへ輸出された。 しか し、 マ ツケは日本の美術作品だけではな く 、 日本文化全
般に感銘 を受け、 日本の演劇 も好んで鑑賞 し、 日本の挨拶表現を使っ ていた
(Oh 2006: 129)。 
8 . おわり に
学生時代に、 アウグス ト ・ マ ツケはすでに日本美術 を取り扱っ ていた。 マ ツ
ケの日本美術に対す る愛 と感動は、 若 く して亡く な るまで続いていた。 マ ツケ
の書き残 した遺品の記録の分析、 特にエ リ ーザベ ト が友人であり 、 後に婚約者
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と な り 、 妻 と なっ た彼女 と の手紙のや り取 り 、 ま た友人の画家 フ ラ ン シ ・ マル
ク と の手紙のや り 取り を見る と 、 マ ツケがどれほど日本美術 と 関わっ ていたか
が分かる。 マ ツケは、 日本美術家、 特に北斎や広重 らから画法や美術的認識に
大いに感銘 を受けた。 日本美術がマ ツケの作品、 つま り彼の素描、 水彩画や油
彩画に及ぼ した影響に注目すべき である。 
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一
ボ ン市に ある アウ グス ト ・ マ ツケ ・ ハウス美術館
アウグス ト ・ マ ツケ ・ コ レク シ ョ ン を所蔵 し ているボ ン美術館
